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物理 1 

第１問 次の文章を読み，該当する解答群から最も適切なものを選び  １  ～  ６  を

埋めよ。 

 

  ある屋根がない屋外の野球場にて，打者が角度 〔 〕，初速度 0 m/sv〔 〕で打球を打ち上げた。

打者の身長およびボールがバットに当たった地上高は無視し( 0 m の高さから打ち上げたと

する)，打球は空気の抵抗の影響を受けないものとして，次の問いに答えよ。 

なお，問 1 と問 2 は，重力加速度 29.8 m/sg として計算せよ。また，必要であれば 3 の

近似値として 1.7 を用いて計算せよ。 

 

問 1 打球の初速度 0 40 m/sv  ，角度 60  のとき，ボールが最高点に達するのは，ボール

がバットに当たってから約  １  秒後である。また，ボールが達する最高点は，地上

から約  ２  m である。 

 

問 2 打球の初速度と角度が問 1 と同じであるとき，打球が地面に落ちるのは，ボールがバ

ットに当たってから約  ３  秒後である。また，打球は打席から約  ４  m の地点に

落ちる。 

 

問 3 角度  0 90     のとき，打球の最高点が高さ mH〔 〕以上となるためには，角初速

度 0v は  ５  m/s〔 〕以上必要である。なお，ここでは重力加速度は 2m/s〔 〕g として条

件式を求めよ。 

 

問 4 角度  0 90     のとき，打球を打席から mX〔 〕以上の距離まで飛ばすためには，

初速度 0v は  ６  m/s〔 〕以上必要である。なお，ここでは重力加速度は 2m/s〔 〕g  とし

て条件式を求めよ。 

 

 

[１の解答群] 

(1)  1.5 (2)  2.5 (3)  3.5 (4)  4.5 (5)  5.5 

 

[２の解答群] 

(1)  21 (2)  31 (3)  41 (4)  51 (5)  61 

 

[３の解答群] 

(1)  3 (2)  5 (3)  7 (4)  9 (5)  11 

 

 [４の解答群] 

(1)  120 (2)  140 (3)  160 (4)  180 (5)  200 

 


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物理 2 

[５の解答群] 

(1) 2

sin

H


g  (2) 

sin

H


g  (3) sin

2H


g

 (4) sin

H


g

 

 

 

[６の解答群] 

(1) 
2cos

X


g  (2) 

2sin

X


g  (3) 

2sin cos

X

 
g  (4) sin
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2sin

X 


g  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



物理 3 

第２問 次の文章を読み，該当する解答群から最も適切なものを選び  ７  ～  １５  を

埋めよ。 

 

シャボン玉が虹色に見える現象を考えよう。簡単のため，シャボン玉を図 1 のように空

気に挟まれた，厚さ𝑑 〔m〕，屈折率𝑛の平坦な薄膜とする。表面に対して垂直に観測する場

合について以下の問いに答えよ。ただし，空気の屈折率を1.0，𝑛 > 1.0とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 

 

問１ 光の色，波長，振動数の関係をまとめた以下の表の空欄７～10 にふさわしい色の名

前，数値を，該当する解答群から選べ。 

色  ７  橙  黄  緑  青  ８  

波長 

(× 10ି଻ m) ９  6.4  5.9  5.5  4.9  4.3  10 

振動数 

(× 10ଵସ Hz) 
3.9  4.7  5.1  5.5  6.1  7.0  7.9 

 

問２ 薄膜に色がついて見えるのは，面 A，B で反射した光が干渉するからである。面 A で

反射した光は位相が  １１   。また，面 B で反射した光は位相が  １２   。さら

に波長𝜆 〔m〕の光は，被膜中での波長は  １３   である。以上より，波長𝜆 〔m〕の光

が強め合い明るくなる条件は，2𝑑 =  １４   となる。ここで𝑚 = 0，1，2，・・・

である。  

 

問３ 問２の結果では，単色の光だけが観測されるか，あるいは光が弱め合い色は観測され

ないので，いずれにせよ虹色は観測されない。この原因は，薄膜の厚さを一定にして

いるからである。実際は重力が影響し，下に行くほど薄膜は厚くなる。よって，ある

箇所が黄色に見えた場合，その直下は  １５   色の様に見える。 

[７，８の解答群] 

(1)  白 (2)  黒 (3)  赤 (4)  紫 

空気 

屈折率 1.0 

空気 

屈折率 1.0 

薄膜 

屈折率 𝑛 

A B 

𝑑 



物理 4 

[９，１０の解答群] 

(1)  1.7 (2)  2.8 (3)  3.8 (4)  4.8 (5)  5.7 

(6)  6.8 (7)  7.7 (8)  8.7 (9)  9.8  

[１１，１２の解答群] 

(1) 変化しない (2) 反転する 

[１３の解答群] 

(1)  𝑛𝜆 (2) 𝑛ଶ𝜆 (3)  
ఒ

௡
 (4)  

ఒ

௡మ
 (5)  𝜆 

[１４の解答群] 

(1) 𝑚𝑛𝜆 (2) (2𝑚 + 1)
௡ఒ

ଶ
 (3) 𝑚𝑛ଶ𝜆 (4)  (2𝑚 + 1)

௡మఒ

ଶ
 (5) 𝑚

ఒ

௡
 

(6) (2𝑚 + 1)
ఒ

ଶ௡
 (7) 𝑚

ఒ

௡మ
 (8) (2𝑚 + 1)

ఒ

ଶ௡మ (9)  𝑚𝜆  

[１５の解答群] 

(1) 橙 (2) 緑 

 

  



物理 5 

第３問 次の文章を読み，該当する解答群から最も適切なものを選び  １６  ～  ２４  

を埋めよ。 

 

問１ 導体の内部は  １６  であり， １７  はゼロである。 

 

問２ 導体が帯電する場合，その  １８  は  １９  のみに分布する。 

 

問３   ２０  線は導体表面に  ２１  に出入りする。 

 

問４ 外部の帯電体を物質に近づけることで，その物質の電荷の分布に偏りが生じる現象

を  ２２  という。金属の  ２２  は  ２３  の移動によって生じるのに対して，

絶縁体の  ２２  は  ２４  によって生じる。 

 

[１６の解答群]  

(1) 定電流 (2) 等電場 (3) 等磁場 (4) 等電位 (5) 定電荷 

 

[１７の解答群] 

(1) 電場 (2) 磁場 (3) 電流 (4) 磁位 (5) 電位 

 

[１８の解答群] 

(1) 磁場 (2) 電場 (3) 電位 (4) 磁荷 (5) 電荷 

 

[１９の解答群] 

(1) 中心部 (2) 表面 (3) 内部 (4) 外部 (5) 周辺部 

 

[２０の解答群]  

(1) 電位力 (2) 電子力 (3) 電流束 (4) 流束 (5) 電気力 

 

[２１の解答群]  

(1) 分散的 (2) 平行 (3) 垂直 (4) 一様 (5) 集中的 

 

[２２の解答群]  

(1) 自己誘導 (2) 静電誘導 (3) 相互誘導 (4) 電磁誘導 (5) 静電遮蔽 

 

[２３の解答群]  

(1) 自由電子 (2) 局在電子 (3) 不対電子 (4) 価電子 (5) 束縛電子 

 



物理 6 

[２４の解答群]  

(1) 電磁誘導 (2) 誘導分極 (3) 磁気分極 (4) 誘電分極 (5) 自己誘導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



物理 7 

第４問 図２のように，真空中の -x y平面上で，長さ ma〔 〕を単位として， x軸上の 2 点

 1P ,0a ，  2P ,0a のそれぞれに，電荷 Cq〔 〕及び 2 Cq 〔 〕が存在する場合を考える。真空中

のクーロンの法則の比例定数を 2 2
0 N m Ck〔 〕とするとき，以下の問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

        

 

図２ 

問１ 原点Oの電位 O VV〔 〕を求めよ。 

問２ 点  A 0, 3a の電位 A VV〔 〕を求めよ。 

問３ 点  B , 2 3a a の電位 B VV〔 〕を求めよ。 

問４ CQ〔 〕の電荷を点A から点B まで，静かに移動する場合の静電気的仕事 AB JW 〔 〕を求

めよ。 

 

 A 0, 3a

y

 B , 2 3a a

2 Cq 〔 〕Cq〔 〕

O 1P ,0a  2P ,0a x


